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岸
田
政
権
の
「
安
保
３
文
書
」
の
軍
事
大
国
化 

 

岸
田
政
権
の
「
安
保
３
文
書
」
で
は
、
①
前
提
と
し
て
の

「
国
際
協
調
を
旨
と
す
る
積
極
的
平
和
主
義
」
、
②
「
平
和
国
家

と
し
て
、
専
守
防
衛
に
徹
し
、
他
国
に
脅
威
を
与
え
る
よ
う
な
軍

事
大
国
と
は
な
ら
な
い
」、
③
「
非
核
３
原
則
を
堅
持
す
る
」、
④

「
自
由
、
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
法
の
支
配
と
い
っ

た
普
遍
的
価
値
を
維
持
す
る
」
と
い
う
４
つ
の
基
本
方
針
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
安
保
政
策
は
、
当
該
基
本
方
針
を
否

定
す
る
矛
盾
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
台
湾
有
事
に

関
す
る
中
国
脅
威
論
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
関
す
る
ロ
シ
ア
脅
威

論
、
核
に
関
す
る
北
朝
鮮
脅
威
論
を
背
景
に
、
日
米
同
盟
を
基
軸

と
し
て
他
国
領
域
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
（
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
な
い
し
「
反
撃
能
力
」
保
有
）
を
可
能
と
す
る
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
を
は
か
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
岸
田

政
権
の
「
安
保
３
文
書
」
の
基
本
方
針
が
、
そ
の
建
前
と
異
な
り
、 

      

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
ど
の
よ
う
な
形
で
否
定
な
い
し
侵
害

し
て
い
る
か
の
実
態
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。 

ま
ず
、
①
に
関
し
て
は
、
「
積
極
的
平
和
主
義
」
は
安
倍
首

相
・
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
安
保
関
連
法
制
を
正
当

化
し
た
も
の
で
、
憲
法
９
条
の
平
和
主
義
や
非
武
装
（
永
世
）
中

立
を
「
消
極
的
平
和
主
義
」
と
し
て
批
判
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

②
に
関
し
て
は
、
専
守
防
衛
を
否
定
す
る
「
軍
事
大
国
」
を

目
指
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
防
衛
費
は
５
年
以
内
に
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
１
％
か
ら
２
％
に
引
き
上
げ
て
43
兆
円
支
出
さ
れ
る
が
、
ア

メ
リ
カ
と
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
に
相
当
す
る
。
そ
の
他
、
装

備
品
等
の
輸
出
に
要
す
る
経
費
を
国
が
助
成
す
る
「
防
衛
産
業
生

産
基
盤
強
化
法
」
の
制
定
や
、
「
防
衛
装
備
移
転
３
原
則
」
の
運

用
見
直
し
等
も
な
さ
れ
て
い
る
。 

③
に
関
し
て
は
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
へ
の
言
及
が
一
切
な

く
、「
非
核
３
原
則
の
堅
持
」
は
建
前
に
す
ぎ
な
い
だ
け
で
な
く
、
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実
質
的
に
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
潜
在
的
核
武
装
論
と
一

体
と
な
っ
た
原
発
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
原
子
力
基
本
法
や
使

用
済
核
燃
料
再
処
理
法
等
の
改
正
「
原
発
推
進
法
」
が
成
立
し
て

い
る
。 

④
に
関
し
て
は
、
軍
事
大
国
化
の
「
総
合
的
国
力
」
の
活
用

を
は
か
る
た
め
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体

も
防
衛
体
制
に
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

地
方
自
治
の
民
主
主
義
と
平
和
主
義
や
住
民
の
平
和
的
生
存
権
等

を
無
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
い
最
近
で
は
、
地
方
の
空

港
や
港
湾
を
政
府
が
指
定
し
て
「
特
定
利
用
」
で
き
る
体
制
整
備

や
、
自
然
災
害
や
感
染
症
等
の
緊
急
事
態
に
際
し
国
が
自
治
体
に

指
示
で
き
る
地
方
自
治
法
改
正
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
南
西
諸
島

で
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
強
化
や
避
難
誘
導
訓
練
の
実
態
等
も
進
行
し

て
い
る
。 

 

非
武
装
（
永
世
）
中
立
に
よ
る
平
和
政
策 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
契
機
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、｢

普

通
の
国｣

論
を
前
提
に
し
て
憲
法
9
条
や
非
武
装
（
永
世
）
中
立

の
非
現
実
性
を
批
判
す
る
主
張
は
適
切
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
そ
も
そ
も
憲
法
９
条
の
よ
う
な
憲
法
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
憲
法
９
条
を
直
接
関
連
づ
け
て
批
判
す
る
主

張
は
筋
違
い
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ
連
邦
か
ら
独

立
し
た
後
に
憲
法
で｢

中
立｣

を
明
記
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
放
棄
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
後
ろ
盾
の
下
で
軍
備
を
増
強
し

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
方
針
を
明
確
に
し
た
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
の
侵
略

を
招
く
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
解
決
方
法
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

「
中
立
」
化
は
今
後
の
模
索
課
題
で
も
あ
ろ
う
。 

日
本
に
つ
い
て
も
、
中
国
包
囲
網
の
た
め
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍

事
同
盟
を
欧
米
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
に
ま
で

拡
大
す
る
「
新
冷
戦
」
の
動
向
を
考
慮
す
る
と
、
い
か
な
る
軍
事

同
盟
に
も
加
担
し
な
い
憲
法
９
条
に
よ
る
「
（
永
世
）
中
立
宣

言
」
に
よ
り
日
米
軍
事
同
盟
の
解
消
を
行
い
、
自
衛
隊
を
縮
小
し

て
非
軍
事
的
な
災
害
救
助
隊
等
に
改
編
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
世
界
に
は
日
本
の
平
和
憲
法
の

理
念
に
沿
う
よ
う
な
以
下
の
憲
法
が
存
在
す
る
こ
と
も
知
っ
て
お

く
べ
き
で
あ
る
。 

（
１
）
軍
備
不
保
持
を
規
定
す
る
憲
法
。
軍
備
保
持
を
全
面
的
に

禁
止
し
て
は
い
な
い
が
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
１
９
２
１

年
）
、
コ
ス
タ
リ
カ
（
１
９
４
９
年
）
、
キ
リ
バ
ス
（
１
９
７
９

年
）
、
パ
ナ
マ
（
１
９
９
４
年
）
の
よ
う
な
憲
法
は
、
有
事
の
際

に
は
再
軍
備
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
時
の
常
備
軍
不
保
持

を
明
記
し
て
い
る
。 
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（
２
）
核
兵
器
保
有
と
原
発
を
禁
止
す
る
憲
法
。
非
核
条
項
を
定

め
る
憲
法
と
し
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ボ

リ
ビ
ア
等
が
あ
り
、
原
発
に
関
し
て
は
パ
ラ
オ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

憲
法
は
原
発
を
禁
止
し
て
い
る
。
な
お
、
原
発
禁
止
規
定
を
有
し

な
い
コ
ス
タ
リ
カ
憲
法
の
下
で
、
原
発
設
置
を
可
能
に
で
き
る
政

令
に
つ
い
て
、
同
国
の
最
高
裁
憲
法
法
廷
は
非
武
装
永
世
中
立
や

平
和
的
生
存
権
尊
重
の
理
念
等
を
論
拠
に
違
憲
無
効
と
判
示
し
て

い
る
。 

（
３
）
外
国
軍
事
基
地
不
設
置
と
中
立
を
規
定
す
る
憲
法
。
外
国

軍
事
基
地
設
置
の
禁
止
を
明
記
し
て
い
る
例
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
エ
ク
ア
ド
ル
憲
法
等
が
あ
る
。
オ 

          

ー
ス
ト
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
憲
法
は
永
世

中
立
規
定
も
有
し
て
い
る
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
憲
法
に
は｢

中
立｣

関

連
規
定
は
な
い
が
、
１
９
８
３
年
に
永
世
中
立
宣
言
を
行
い
、
非

武
装
永
世
中
立
政
策
を
実
行
し
て
い
る
。
中
立
の
一
種
で
あ
る

｢

非
同
盟｣

を
憲
法
に
規
定
す
る
国
と
し
て
は
、
マ
ル
タ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
等
が
あ
る
。 

 

地
方
自
治
か
ら
の
平
和
政
策 

 
 

国
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
軍
事
化
を
阻
止
す
る
平
和
政
策
と

し
て
、
上
述
し
た
改
正
地
方
自
治
法
等
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

以
下
の
提
言
を
し
て
お
き
た
い
。 

（
１
）
旧
軍
港
市
転
換
法
の
再
評
価
。
同
法
は
、
横
須
賀
市
、
呉

市
、
佐
世
保
市
、
舞
鶴
市
の
旧
軍
港
市
を
「
平
和
産
業
都
市
に
転

換
す
る
こ
と
を
目
的
」
に
１
９
５
０
年
４
月
に
制
定
さ
れ
、
憲
法

95
条
の
「
一
の
地
方
公
共
団
体
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
法
」

と
し
て
住
民
投
票
に
か
け
て
同
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
自
衛
隊
や
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
き
駐
留
す
る
米
軍

に
よ
り
利
用
さ
れ
形
骸
化
し
て
い
る
が
、
同
転
換
法
を
原
点
に
立

ち
返
っ
て
実
質
化
す
る
意
義
が
あ
る
。 

（
２
）
港
湾
法
等
の
非
軍
事
的
運
用
の
徹
底
。
戦
前
軍
事
利
用
さ

れ
た
国
家
の
港
湾
管
理
権
を
自
治
体
に
移
し
、
港
湾
行
政
を
民
主 

軍隊を廃止し、軍事予算を社会福祉に充

て、国民の幸福度を最大化する道を選んだ 
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化
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
１
９
５
０
年
の
港
湾
法
や
港
則
法
が

あ
る
が
、
国
の
命
令
や
日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く
米
軍
の
一
方
的

通
告
で
港
湾
へ
の
出
入
り
を
可
能
と
す
る
政
府
解
釈
（
「
国
の
専

管
事
項
」
論
）
で
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
港
湾
法
等
は
、

「
非
核
神
戸
方
式
」
の
実
効
性
に
法
的
根
拠
を
与
え
て
い
る
事
例

も
あ
り
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

（
３
）
非
核
自
治
体
の
宣
言
・
条
例
化
。
国
の
「
非
核
３
則
」

を
自
治
体
か
ら
実
現
す
る
方
法
と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
非

核
自
治
体
宣
言
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
法
的
拘
束
力
が
な
い
た
め

条
例
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
非
核
自
治
体
協
議
会
が

核
廃
絶
を
内
外
に
訴
え
た
り
、
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
構
想

を
普
及
さ
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
等
の
意
義
も
大
き
い
。

な
お
、
非
核
自
治
体
条
例
に
は
、
非
核
だ
け
で
な
く
脱
原
発
も
含

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
と
い
う
の
は
、
原
発
の
設
置
や
稼
働
は

核
兵
器
開
発
と
深
く
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

（
４
）
無
防
備
平
和
都
市
の
宣
言
・
条
例
化
。
軍
隊
の
な
い
地
域

は
武
力
攻
撃
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
攻
撃
し
た
側
が
戦
争
犯
罪
に

な
る
こ
と
は
、
国
際
人
道
法
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
第
1
議

定
書
59
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
と
憲
法
９
条
を
活

用
し
て
、
平
時
か
ら
自
治
体
で
条
例
に
よ
り
軍
隊
の
な
い
平
和
都

市
づ
く
り
を
し
、
国
際
社
会
に
宣
言
し
て
お
く
こ
と
が
、
国
に
よ

る
自
治
体
の
軍
事
化
に
対
抗
す
る
平
和
政
策
に
も
な
る
。
ま
た
、

国
際
人
道
法
に
は
、
民
間
人
の
居
住
地
域
付
近
に
軍
事
施
設
を
配

備
す
る
と
相
手
国
の
武
力
攻
撃
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
「
軍
民
分
離
」
原
則
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
自

治
体
で
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 （
さ
わ
の 

よ
し
か
ず
） 

日本全国の自治体数１,７８８中、「非核

宣言」自治体数は１,６６７です。９３.

２％の自治体が宣言をしています。 

（日本非核宣言自治体協議会ＨＰより） 


